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救
急
医
療
体
制
に
は
、
一
次

（
初
期
）、
二
次
、
三
次
と
あ
り
、

そ
の
役
割
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。


一
次
（
初
期
）
救
急
医
療
体
制

　
比
較
的
軽
症
な
救
急
患
者
の
外

来
診
療
を
担
当
し
、
休
日
当
番
医

や
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
が
診

療
に
当
た
り
ま
す
。


二
次
救
急
医
療
体
制

　
入
院
治
療
が
必
要
な
重
症
の
救

急
患
者
を
担
当
し
、
一
次
救
急
医

療
体
制
の
後
方
支
援
と
し
て
の
機

能
が
主
目
的
で
、
医
療
圏
を
単
位

と
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
体
制

が
整
っ
て
い
る
医
療
機
関
は
、
救

急
告
示
病
院
と
し
て
告
示
さ
れ
ま

す
。
市
で
は
佐
沼
、
登
米
、
米
谷

の
３
病
院
が
救
急
告
示
病
院
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
常
勤
医
の
少

な
い
現
状
で
は
存
続
さ
せ
て
い
く

の
は
難
し
い
状
況
で
す
。


三
次
救
急
医
療
体
制

　
複
数
の
診
療
科
領
域
に
わ
た
る

重
篤
な
救
急
患
者
に
対
し
て
、
高

度
な
医
療
を
総
合
的
に
提
供
す
る

体
制
で
す
。
県
全
体
を
一
つ
の
圏

域
で
と
ら
え
、
高
度
医
療
機
能
を

備
え
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
で
は
大
崎
市
民
病
院
に
あ

る
ほ
か
、
仙
台
市
内
に
は
東
北
大

学
病
院
、
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
、

仙
台
市
立
病
院
の
３
つ
の
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
市
立
病
院
に
お
け
る
現
状
や
医
療
課
題
を
シ
リ
ー
ズ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
る
「
登
米
市
医
療
の
未
来
」。
こ
れ
ま
で
、

医
師
の
過
酷
な
勤
務
状
況
や
、
市
民
が
日
ご
ろ
通
院
・
入
院

で
ど
の
く
ら
い
市
立
病
院
を
利
用
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん

な
症
状
が
多
い
の
か
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　
３
回
目
の
今
回
は
、
登
米
市
と
近
隣
医
療
圏
の
救
急
医

療
体
制
と
救
急
車
で
の
搬
送
状
況
か
ら
、
地
域
医
療
の
現

状
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

救
急
医
療
の
範
囲
と

内
容

登
米
市
の
救
急
医
療
体

登
米
市
の
救
急
医
療
体
制制
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は
、
石
巻
市
内
の
５
つ
の
公
的
病

院
が
輪
番
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
休
日
は
、
休
日
当
番
医
制
で
の

対
応
で
す
が
、
小
児
科
や
産
婦
人

科
の
開
業
医
が
多
い
こ
と
か
ら
、

小
児
科
、
産
婦
人
科
医
に
も
当
番

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。


大
崎
市

　
大
崎
市
で
は
、
平
日
や
休
日
の

夜
間
は
８
つ
の
病
院
が
輪
番
制
で

実
施
し
て
お
り
、
一
次
診
療
、
二

次
診
療
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
に
つ

い
て
は
、
休
日
当
番
医
な
ど
に
当

た
っ
て
い
る
場
合
の
み
診
療
が
受

け
ら
れ
る
と
い
う
現
状
で
す
。

　
小
児
科
の
平
日
夜
間
、
休
日
の

診
療
は
、
市
立
病
院
で
は
対
応
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
平
日

夜
間
や
休
日
当
番
医
が
小
児
科
医

で
な
い
と
き
に
は
、
子
ど
も
を
診

療
す
る
専
門
医
が
市
内
に
は
い
な

い
と
い
う
状
況
で
す
。


石
巻
市

　
石
巻
市
で
は
、
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
、
夜
間
の
一
次

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
児
科
の
診
療
も
医
師
会
の
協
力

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
二
次
診
療

　
登
米
市
の
休
日
救
急
医
療
体
制

は
、
内
科
系
の
一
次
診
療
を
市
立

４
病
院
（
登
米
・
米
谷
・
豊
里
・

よ
ね
や
ま
）
と
登
米
市
医
師
会
が

輪
番
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
沼
病
院
は
内
科
系
の

二
次
診
療
と
外
科
系
の
一
次
・
二

次
診
療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
高
次
の
医
療
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
大
崎
市

民
病
院
や
仙
台
市
内
に
あ
る
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
大
崎
市
民
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
は
、
県
北
圏
域
の
二
次
以
上

の
救
急
医
療
を
必
要
と
す
る
患
者

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
平
成
　
年
中
に
救
急
搬

１８

送
さ
れ
た
人
数
２
４
０
４
人
の
う

ち
、
登
米
市
管
内
に
搬
送
さ
れ
た

の
は
１
６
８
７
人
で
、　

・
２
％

７０

で
す【
図

】。
そ
の
内
訳
を
見
る

と
、
佐
沼
病
院
が
最
も
多
く
１
２

２
１
人
、　

・
８
％
と
な
っ
て
い

５０

ま
す
。
こ
れ
は
、
１
日
に
３
・
３

回
の
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　
次
に
傷
病
程
度
別
搬
送
状
況

【
図

】
を
見
る
と
、
軽
症
者
・
中

症
者
の
占
め
る
割
合
が
全
体
の

　
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

７１重
症
者
も
　
・
３
％
あ
り
ま
す
。

２５

　
重
症
患
者
ほ
ど
で
き
る
だ
け
早

い
治
療
が
必
要
で
す
が
、
市
内
医

療
機
関
へ
の
傷
病
程
度
別
搬
送
状

況
【
表

】
を
見
る
と
、
市
内
で

受
け
入
れ
た
重
症
者
は
　
・
１
％

５２

と
低
く
な
っ
て
お
り
、
受
け
入
れ

体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
救
急
医
療
体
制
は
、
休
日
・
夜

間
に
な
っ
て
急
に
発
病
し
た
病
気

や
け
が
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
し
か
し
、
医
師
不
足
の
現

状
で
は
、
必
ず
し
も
そ
の
傷
病
に

対
す
る
専
門
の
医
師
に
よ
る
診
察

が
で
き
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
大
崎
市
の
救
急
医
療
の

現
状
が
先
日
新
聞
で
報
道
さ
れ
ま

し
た
が
、
受
診
者
の
マ
ナ
ー
が
問

題
と
な
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
救
急
患

者
に
は
、
緊
急
手
術
や
検
査
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
、
医
師
の
力
を

重
症
者
へ
専
念
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
時
間
と
ゆ
と
り
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
朝
か
ら
調
子
が
悪
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
夜
に
な
っ
て
受
診

す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
日
中

の
受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
子
ど
も
が
急
に
発
熱
し
た
な

ど
の
場
合
に
は
、
ま
ず
「
こ
ど
も

休
日
夜
間
安
心
コ
ー
ル
」
に
電
話

を
か
け
て
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
医
療
局
経
営
改
革
推
進
室

　

０
２
２
０
（
　
）
５
０
３
０

２１

特集  登米市医療の未来 

資料：図・、表とも平成１８年救急統計（市消防本部）
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救
急
車
で
の
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送

状
況

救
急
医
療
機
関
利
用
に

際
し
て
の
注
意

宮城県こども休日夜間

安心コール

プッシュ回線の固定電話か

らは局番なしで

　＃８０００
携帯電話、プッシュ回線以

外の固定電話などから

　 ０２２（２１２）９３９０
※詳細は２０頁に掲載

図  医療機関地域別収容状況

図  傷病程度別搬送状況

軽症中症重症死亡区分

（６６.４）４１９（４９.０）５３４（３７.５）２２８（５２.６）４０佐沼病院

（３.２）２０（５.０）５４（４.１）２５（１３.２）１０登米病院

（８.２）５２（７.１）７7（６.７）4１（６.６）５米谷病院

（４.０）２５（５.1）５５（２.３）１４（１１.８）９豊里病院

（１.９）１２（２.3）２５（１.５）  ９（３.９）３よねやま病院

（３.８）２４（０.６）６市内診療所

（８７.５）５５２（６９.１）7５１（５２.１）３１７（８８.１）６７市内計

表  市内医療機関への傷病程度別搬送状況　　　　　    単位：人（％）


